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はじめに
　859 年の秋，トルストイは，自分の屋敷内に農民の子供のための学校を開いた。すでに，
処女作『幼年時代』で作家としての道を歩み始め，『2 月のセヴァストーポリ』で称賛を浴び，
有名な文人たちの仲間入りをしたかに見えたトルストイは，ここで教育者としての人生を開
始する。作家がこの道を見つけるまでには，紆余曲折があった。彼は，9 歳で大学を中退
した後，農地経営を試みるが，まもなく挫折する。85 年，兄についてカフカースへ行き
軍人となり，そのかたわら，小説を発表し始める。856 年，クリミア戦争でロシアが英仏
連合軍に敗北すると，ロシアは自らの後進性を理解し始めるが，翌年，トルストイは，戦争
に勝利した先進国フランスを訪れる。そして，この進歩した国でギロチンによる公開死刑を
目撃すると，突然パリを去り，スイスに行く。この国でも文明国であるはずのイギリス人が，
大道芸人を嘲笑し，施しをしない様子を見て怒りを覚え，その感情にまかせて『ルツェルン』
を一気に書き上げる。この若き作家は，軍人として戦った経験から，領地においてはだらし
なく見える農民が，兵士になると勇敢になることを知っていた。まさに，ロシアの後進性の
象徴でもある農民の潜在的可能性と進歩の国の人々の残忍な性質を目の当たりにしたことが，
トルストイの背中を独自の教育の道へと押したということができる。必ずしも文明の進歩が
人間の発達には寄与しないこと，また，生まれながらの貴賤に関係なく教育によって農民も
その能力を開花できるはずだと考えたのである。
　このようにして始まった教育活動は，官憲による妨害や小説の執筆により中断されながら
も，生涯続いていく。進歩と教育のあり方に疑念を抱いたことが，トルストイが教育活動を
始める契機となったと考えることもできるが，こうした疑念は，『戦争と平和』や『アンナ・
カレーニナ』のような文学作品にも反映されている。従って，トルストイにおける教育と文
学を切り離して考えることはできない。『初等教科書』，『新初等教科書』は，『アンナ・カレー
ニナ』の創作と同時期に執筆されている。そのため，この作品にはトルストイの教育活動の
反映が明確に表れており，エイヘンバウム， ジューコフ，2 藤沼貴3 らによって，その関係が
論じられてきた。しかし，トルストイに備わる教育者としての本質を考慮すれば，他の作品
にも教育との関係を見出せるはずである。藤沼は，トルストイにおける文学と教育の関係を
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研究することの難しさを，「文学と教育活動を一体のものとしてとらえ，解明する方法が存
在していない」ことに起因すると説明している。4 しかし，トルストイにおいて文学と教育は，
分かちがたく結びついており，それこそが，この関係性を捉えることを困難にしているよう
に思われる。本論では，トルストイの文学作品に現れる教師と生徒の関係を足掛かりとして，
文学と教育の関わりの一端を明らかにする試みを行う。
　
1．トルストイにおける教育者の思考
　トルストイには，学校を開く以前から，すでに教育者の傾向があり，それは，様々な方向
性に現れていた。彼は，学校で農民の子供を教育する以前に，まずは，自分自身を教育の対
象としていた。それは，彼の日記を見れば一目瞭然である。847 年の春，遺産分割により
ヤースナヤ・ポリャーナの領地を相続すると，トルストイは大学に退学届けを出し，故郷に
戻る。彼は，この年の 3 月に日記をつけ始めるが，4 月 7 日の日記に，今後 2 年間の予定
を次のように記している。（）大学の最終試験に必要な法学の全課程の習得。（2）理論医学
の一部と応用医学の習得。（3）言語の習得―フランス語，ロシア語，ドイツ語，英語，イタ
リア語，ラテン語。（4）農業の理論と実地の習得。（5）歴史，地理，統計学の習得。（6）数学，
中学課程の習得。（7）学位論文執筆。（8）音楽，絵の中級技能の達成〔これは書かれた後で
消されている〕。（9）規則を書く。（0）自然科学のある程度の知識を得る。（）勉強する
すべての科目をもとにレポートを作成。5 このほとんどが達成どころか実行にも移されなかっ
たが，このような計画の作成自体に，トルストイの自己完成への希求，つまり，自己を教育
しようとする意欲が見てとれる。その一方で，このような計画の包括性を考慮すると，まる
で，他者の教育を前提として，その目的のために，自己教育のプランを作成したとも考えら
れる。すでに，この頃，学校教育事業を漠然と夢想していたのかも知れない。
　彼は，学生生活に挫折すると，農地経営を試みるが，ここでもやはり，その教師，教育者
としての本質を露わにする。ただし，この場合に生徒となるべきは自分ではなく，農民であっ
た。トルストイは，農地経営において，農民に対する良き指導者となろうとするが，農民た
ちの信頼を得るのは容易なことではなかった。また，上からの農奴解放に先駆けて独自の解
放を行うことで，農民の恩人となることを夢想していたものの，農民の反応は，彼が期待し
ていた感謝とは程遠いものであった。
　トルストイは，恋愛においても教師のような態度をとる。彼は，ワレーリヤ・アルセーニ
エワという近隣の地主の娘を結婚相手と考えていた頃，彼女に長文の手紙を送っては，自分
の結婚観や将来について述べ，立ち居振る舞いに至るまでアドヴァイスをしている。6 特に，
次のような手紙の内容を見れば，これが愛する者に対して書かれたものとは考えにくく，む
しろ，教師の生徒に対する手紙のように見える。「夜を無駄に過ごさないで下さい。［中略］
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夜の課業があなたのためになるからではなく，悪癖と怠惰を克服するためにです……あなた
の重大な欠点は，意志が弱いことで，他の細々とした欠点もそこから生じているのです。強
い意志を鍛え上げて下さい。自分の悪習と粘り強く戦うのです……」7 さらに，愛のあり方
についても「私たちをしっかりと結び付けてくれる唯一のものは，善に対する真実の愛です。
私はこの愛を頭で理解しましたが，あなたは心で理解するのです」と指導するが，トルスト
イはまもなく，自分が愛ではなく，愛を吹き込もうというよからぬ欲求に夢中になっていた
だけだと理解する。8
　トルストイは，一般的な学校教育のあり方を次のように批判する。「学校は，子供たちの
学びやすさではなく，教師たちが教えやすいようにつくられている。［中略］彼らは，自分
ができるように，そして思いついた通りに教えたいのであり，それがうまくいかない場合に
は，教え方ではなく，子供の性質そのものを変えようとする」（8, 3-4）と。ロシア語では，
教育を意味する «воспитание» と «образование» という 2 つの語がある。トルスト
イによれば，後者は，「生活が人間に与えるすべての影響の結果」（8, 25），または，「あら
ゆる生活条件の人間に対する影響そのもの」（8, 25）であり，これは自由な教育である。そ
れに対して，前者は，「ある人間が別の人間を自分自身と同じようにしようとする努力」（8, 
26）であり，強制的な教育である。トルストイは，«воспитание» に対して批判的な立
場をとっているが，彼が自分自身や農民，そして文通相手を教育しようとする時，意図せず
してこの前者の意味での教育を行っている。
　しかし，自ら学校を開いて教育を行った際には，このような態度はとらなかったようだ。
トルストイの学校で，子供たちは予習復習の義務を負わず，ただ，感受性を持つ自分自身を
学校に持ってくれば，それで十分であった。しかも，教師が教室に入ってくる時，生徒の中
には床に寝転んでいる者や騒いでいる者もいて，始めは望む者だけが教材を受け取るが，そ
のうちに，残りの者も自発的に教材を取りにきて，夢中になって学び始めたという。9 いず
れにしても，トルストイのうちには，良くも悪くも教師の特質が備わっていたと考えられる。
従って，官憲の妨害によって学校の閉鎖を余儀なくされた結果，着手した『戦争と平和』に
も，教育の要素が継承されていると推測することができる。トルストイは，歴史の授業で生
徒の興味を喚起することに困難を感じていたが，『戦争と平和』の舞台となる 82 年の祖国
戦争を取り上げた時には，それに成功している。また，「すべての文学作品が優れていて必
要となるのは，そこで，［中略］実際に人々が行ったことについて語られる時ではなく，善
悪が判断されている時である」（6, 308）という言葉には，彼が，文学作品を善悪の判断が示
される教育の場と捉えていたことが窺える。その意味において，トルストイにとって『戦争
と平和』は，歴史の授業を発展させたものであると同時に，教育の場であったと考えること
ができる。
　ここからは，教育活動に続いて執筆された『戦争と平和』のほか，いくつかの作品を通し
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て、トルストイの文学に顕現する教育の要素を分析していく。
2．文学における教師と生徒
2-1．『幼年時代』
　処女作『幼年時代』は，教師と教え子の描写から始まるが，その関係の舞台は学習の場に
とどまらず，生活の場全体に及んでいる。幼い主人公のニコーレンカは，父母と教師や乳母，
管理人など，身近な人々の振舞いと関係を観察しながら，そこに善と悪の意味を見出し，怒
りや哀れみ，愛情を経験していく。教師カルル・イワーヌイチによる授業中も，子供の注意
は学ぶ対象よりも，善悪の評価に向けられている。ニコーレンカは，教師の姿やその身の回
りの物が整理整頓された様から，「カルル・イワーヌイチは心にやましいところがない」（, 
6）ことを見てとる。また，「いつになったら大人になって勉強をやめられるのだろう」（, 7）
と思うことがある一方で，教師との別れを予感すると，「ずっと勉強を続けて，どこにも行
かず，お母さまともお別れせずに，かわいそうなカルル・イワーヌイチを傷つけずにすんだ
らいいのに。彼は，ただでさえ，とても不幸せなのに」（, 3）とも感じている。彼の教師
に対する感情は，わずかな時間で憎しみから愛情，憐憫へと変化するが，この変化には善悪
の判断が関わっている。教師と生徒の間に生じる善悪の判断が，生徒の感情の育成に寄与し
ており，その意味において，『幼年時代』で描かれる学習と生活の場は，そのまま教育の舞
台であったともいえる。つまり，トルストイは，その文学的活動の始めから教育に関わって
いたのである。
2-2．『コサック』
　852 年から 862 年まで，学校を開く時期に跨って，断続的に書かれた『コサック』は，
何のしがらみもない貴族の青年がカフカースの地に旅立つところから始まる。道中，オレー
ニンはカフカースの野性的な女性との出会いを期待し，そして，その女性に外国語やフラン
ス文学を読むことを教え，上流社会でも見劣りしない品性のある貴婦人に教育しようと夢想
する。その一方で，彼は，噂で聞いた通りに山々から感銘を受けること，つまり，自然を通
して何らかの教育作用を受けることも期待している。
　オレーニンは，カフカースの地でマリヤーナという女性と出会うが，彼は最初のうち，マ
リヤーナのことを，山や空を愛するように愛しており，彼女と何らかの関係を築こうとはし
ていない。この時点では，マリヤーナが山と同様，難攻不落な存在であることを理解してい
る。マリヤーナと言葉を交わし，彼女のうちに人間を見出すようになると，彼女に対して愛
の言葉を口にし始める。しかし，主人公自身，マリヤーナは，こうした言葉を超越した存在
であり，彼女が彼を理解できないことも分かっている。とはいえ，カフカースの地で，自然
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の内在化を経験すると，オレーニンの愛の次元にも変化が生じるようだ。10 彼は，自分を通
して「何らかの自然の力が，神の造りし世界のすべてが，彼女を愛しているのであり，全自
然がこの愛を私の心に押し込む」（6, 23）と感じるに至る。だが，マリヤーナの恋人が撃た
れると，オレーニンとマリヤーナの関係は，再び，人間と難攻不落な山との関係に戻る。
　オレーニンは，山に象徴される自然の感化を受けたことで，これまで帰属していた社会に
はなかった人に対する新たな判断基準を獲得し，彼自身に他者を教育する資質などないこと
を，完全に理解する。ここで，新たな善悪の評価基準を提示するという自然による教育の役
割が果たされると，オレーニンは，女性の教育者になるという希望を打ち砕かれて，この地
を発つことを余儀なくされる。
　
2-3．『戦争と平和』
　小説の冒頭で，教育を受けた外国から帰って来たばかりの主人公ピエール・ベズーホフは，
初めて社交界に姿を現す。彼は，まだどこにも勤務しておらず，客間にいる他の人物たちと
は異なり，「おどおどとした，慧眼そうな，そして自然な眼差し」（9, ）をしている。ピエー
ルは，クラーギン家の息子アナトールやドーロホフと遊興に耽り，その結果，駆けつけた警
察署長を熊と背中合わせに縛り付けて川に流すという愚行をやってのけるが，それに関する
噂話の中で，話題は教育に及んでいる。
　
　- А говорили, что так хорошо воспитан и умен. Вот всё воспита-
ние заграничное куда довело. (9, 45)
「育ちがよくて賢いと言われてましたけど，外国で教育を受けた結果がこれだなんて」
　
　ピエールは，躾がなっていない，まだ善悪の区別をできない子供のように振る舞うが，そ
れは，彼がまだ社会化されていない，つまり「悪を生み出す人間社会」（24, 575）を信じて
いないことを示唆する。
　社会的な意味において，ピエールの教育はまだ完成していないように見えるが，そのため
か，彼の周りには，自然と教師の役目を果たそうとする人間が集まる。ワシーリイ・クラー
ギン公爵は，シェーレル女官に，「私のためにこの熊を教育してやって下さい」（9, 8）と教
師役を頼みつつ，ピエールを自分の思惑通りに動かせるよう，社会的な人間にしようとする。
ピエールは，父の死が差し迫っている時でも，相続される遺産から利益を引き出そうとする
他者に従って行動する。ドゥルベツカヤ夫人と一緒に，死につつある父親の屋敷に裏口から
入る時，その意味を理解できないものの，「そうでなくてはならないんだ」（9, 92）と思い込み，
盲目的に彼女に従う。ピエールがベズーホフ伯爵となると，彼を娘のエレンと結婚させたい
ワシーリイ公爵の庇護下に置かれる。さらに，妻エレンをめぐってドーロホフと決闘沙汰と
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なり，家を出たピエールの前にフリーメーソンの指導者バズデーエフが現れる。ピエールが，
善悪の判断ができない子供であることを分かっているかのように，彼の状況や立場が変化す
る時には，必ず指導する人間が現れるのだ。トルジョークの駅で，自分より先に出発しよう
とするバズデーエフに，子供のような優柔不断な声で「私を助けて下さい，私に教えて下さ
い」（0, 72）と懇願するピエールは，人生の中で彼を導いてくれる教師を求めているようだ。
とはいえ，フリーメーソンへの入会後も，期待していたような人生の刷新は起こらず，ピエー
ルは以前通りの生活を続けている。さらに，フリーメーソンのペテルブルグ支部の代表となっ
てからも，生活の本質は変わらない。ピエール自身の指導的立場への就任と，ペテルブルグ
における師匠バズデーエフの不在は，ピエールにとって教師が不在であることを示すようだ。
そうした状況下にあって，彼は，不道徳かつ屈辱的な放蕩生活から抜け出ることができない
でいる。ピエールが，この行き詰まりの状況から脱する契機となるのは，ナターシャに対す
る愛の自覚である。
　ピエールの場合には，しばしば，求めずして教師の方から彼に近づいてきたが，アンドレ
イ公爵は，自ら理想とする英雄像を教師として胸に抱き，それに近づこうとしていた。戦場
に向かう彼にとって重要な目的は，自分自身が功績をあげ，ナポレオンのような英雄となる
ことである。しかし，彼が，戦場で実際に目にした英雄は，自分自身が描いていたのとは，
全く異なる姿をしていた。
　
　- Ну, как вам, капитан Тушин, не стыдно? - продолжал штаб-
офицер, - вам бы, кажется, как артиллеристу надо пример пока-
зывать, а вы без сапог. Забьют тревогу, а вы без сапог очень хоро-
ши будете. (Штаб-офицер улыбнулся.) Извольте отправляться к 
своим местам, господа, все, все, - прибавил он начальнически.
　Князь Андрей невольно улыбнулся, взглянув на штабс-капита-
на Тушина. Молча и улыбаясь, Тушин, переступая с босой ноги на 
ногу, вопросительно глядел большими, умными и добрыми глаза-
ми то на князя Андрея, то на штаб-офицера.
<...>
　Князь Андрей еще раз взглянул на фигурку артиллериста. В 
ней было что-то особенное, совершенно не военное, несколько ко-
мическое, но чрезвычайно привлекательное. (9, 2)
「トゥーシン大尉，一体あなたは恥ずかしくないのですか」と佐官は続けた。「あなたは
砲兵として模範を示さなくちゃいけないくらいなのに，長靴を履いていないとは。警報
が発令された時に長靴を履いてない姿は見ものでしょうな。― 佐官は微笑んだ ― 持ち
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場に行きたまえ，諸君。全員，全員だ」と彼は上官ぶって付け加えた。
　アンドレイ公爵は二等大尉の方をちらっと見て，思わず微笑んだ。黙ったまま微笑ん
でいるトゥーシンは，裸足の足を踏みかえながら，大きくて賢そうな，善良な目で問い
かけるように，アンドレイ公爵と佐官をかわるがわる見た。
［中略］
　アンドレイ公爵は，もう一度，砲兵の姿をちらりと見た。その姿には，何か独特の，
全く軍人らしくない，いくらか滑稽で，しかし非常に魅力的なものがあった。
　
　「砲兵として模範を示さなくちゃいけないくらいなのに」という佐官の言葉には，トゥー
シン大尉が本来教師となるべき立場にあることが示されている。しかし，おずおずとした彼
の態度，そして「へまをした生徒が試験官の目を見るように」（9, 242）バグラチオン公爵の
顔を見る彼の姿は，教師とはほど遠い。アンドレイ公爵は，トゥーシン大尉をバグラチオン
の叱責から擁護するが，トゥーシンに感謝された彼は，悲しく，重苦しい気持ちに捉われる。
自分が目指していた真の英雄の姿が，へまをした生徒のような姿を呈していたことで，アン
ドレイ公爵の理想は打撃を受ける。この時点で，ナポレオンの英雄像そのものは，まだ失墜
していないが，ここから英雄の新たな基準が準備されていくことになる。アウステルリッツ
の戦いで倒れ，空を見上げたアンドレイ公爵は，この空に比べて，戦争という英雄を生み出
す出来事を構成するのが，醜いもみ合いや旗の奪い合いという瑣末な行為に過ぎないことに
思い至る。それと同時に，英雄として自分が目指していた百戦錬磨の闘将の価値も失墜する。
その結果，空がアンドレイ公爵にとっての新たな教師となり，ナポレオンはその座を退く。
　生還したアンドレイは，今度は政治活動のうちに自らの使命を見出し，スペランスキーの
うちに自分の理想を見出していく。しかし，ナターシャと出会った公爵の目に，スペランス
キーは精彩を失う。社会にとって有意義な活動をすることに，つまり政治的地位を確立する
ことに幸福を見出していたアンドレイは，生きること自体が幸せだと証明するかのように振
る舞うナターシャと出会い，政治活動の意味そのものを見失うのである。ナターシャと出会っ
た公爵は，自分の人生が，「3 歳で終わっていない」（0, 58）と感じる。それまでにアン
ドレイ公爵が目指していた理想は，彼を，「人生はもう終わった」という硬直した生の意識
から解放することはなかったが，ナターシャは，アンドレイに生の意欲を与える新たな教師
となる。アンドレイ公爵は，彼自身が英雄とみなす人間を除けば，むしろ他者に対して教師
のような態度をとっていた。彼は，理想の英雄像に近づこうとしながら，教師のように振る
舞う時，硬直した生を生きていたのだ。
　アンドレイ公爵が，トゥーシン大尉を魅力的と感じ，空を見上げ，ナターシャに出会うこ
とで，この生の硬直の意識，「人生は終わっている」という意識から解放されたのは，彼を
生徒にしてくれるような教師と出会ったためである。アンドレイ公爵の博識は，ピエールの
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夢想的な哲学的思索の能力（способности мечтательного философствования）
（9, 36）と対比されている。哲学的思索の前に能力という言葉が置かれていることを考慮す
れば，ピエールが欠点と考えるこの，むしろ生徒に特有の能力こそが博識の教師よりも評価
されているようだ。
　ピエールとアンドレイ公爵の導き手となるナターシャは，年齢的にも半ば子供であり，ま
だ，彼女に施されてきた教育が完成したとはいえない。彼女は，来客中の客間に飛びこんで
きたり，アンドレイ公爵来訪の際，彼が乗る馬車に突進してきたり，空を飛びたいと思った
りする。つまり，子供のように振舞い，子供のように考える。「驚いたり，喜んだり，おど
おどしたり，フランス語を間違えたりする」（0, 205），この「社交界の刻印」を持たない娘
にあって，社交界に出すための教育は，十分な効果を発揮していないようだ。ナターシャの
歌声は，まだ完成の域に達していない。フランス人家庭教師に教育を受けたにもかかわらず，
彼女が踊る時には，ロシア独特の空気が，農奴にも理解可能なロシアの空気が周りを支配す
る。とはいえ，彼女は，ピエールと違い，生徒の立場にとどまってはいない。それは，彼女
の未完成な声が聞き手の心を揺るがし，ナターシャのロシア的踊りが，周囲を身分的差異に
もかかわらず一体感で包むことにも見てとれる。名の日のお祝いの席で，ピエールを踊りに
誘うナターシャに対し，彼は，「もし，あなたが私の教師になることをお望みなら」（9, 82）
と言い，まだ半ば子供であるナターシャに教師となることを求めている。また，舞踏会で陰
気な顔をしたピエールを見たナターシャは，「彼を助けたい，自分の幸せの余りを分けてあ
げたい」（0, 206）と考える。ナターシャは，モスクワを放棄する場面においても，「ひよっ
こが親鳥に教えているよ」と伯爵が言うように，母親にとって教師となる。とはいえ，ナター
シャがアナトールの誘惑に屈したことを考慮すれば，彼女が時に教師となりながらも，まだ
学習過程で完成していない子供を内包し続けていることが窺える。エピローグでナターシャ
がピエールに抱く敬意もまた，彼女が生徒であり続けることを示している。
　ナターシャとは対照的に，教育が完成された人物として登場するのが，彼女の姉ヴェーラ
である。だが，この人物の育ちの良さ，美しさ，賢さ，心地よい声，発言の適切さにもかか
わらず，彼女の微笑と言葉は，周囲に不愉快な印象しかもたらさない。彼女とその夫となる
ベルグは，ただ，他者を模倣するだけの硬直した生を生きている。ピエールを思い通りに教
育しようとするワシーリイ公爵と，それを手伝うシェーレル女官は，台本を読むように言葉
を発する機械仕掛けの人間として描かれる。彼らは，成長の止まった，硬直した大人として
現れるのだ。また，ピエールをフリーメーソンに導いたバズデーエフは，「厳格で，表情に
変化のない，老人らしい，死者同然の顔」（0, 7）をしており，それもまた，この教師の生
が硬直状態にあることを示すようだ。
　アンドレイ公爵は，ナポレオンやスペランスキーのような英雄となることを目指した。し
かし，これらの自己満足した，まさに自分を英雄だと信じきっている人間を目指し，自己を
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教育しようとするアンドレイ公爵の生は，むしろ硬直してしまう。彼を，この硬直した生か
ら解き放つには，トゥーシン大尉やナターシャのように，生徒のように伸縮自在性をもって
生きる教師が必要であった。空もまた，ナポレオンとアンドレイ公爵の間にあった教師と生
徒の関係の無効にすることで，新たな生の可能性を与えたのである。
　
2-4．『アンナ・カレーニナ』
　この小説の第 5 編第 26 ～ 27 章では，セリョージャが教師と父カレーニンの授業を受ける
様子が描かれているが，ここには，トルストイの教育に対する問題意識が凝縮して示されて
いる。例えば，教師や父親がセリョージャに，「突然（вдруг）」という言葉は動作の状況
語であることを何度も説明する場面があるが，この些細な場面にも，既成の教育システムに
対する作家の批判的な態度を見出すことができる。トルストイは教育論文の中で，「3 カ月
で学べることを 3 年で学ぶ学校は，無為と怠惰の学校だ」（8, 224）と，簡単なことを教える
ために必要以上に多くの時間を費やす教育を批判する。また，「すべての教育学習は，ただ，
生によって喚起される疑問に対する答えとなるべきである。しかし，学校は，疑問を喚起し
ないばかりでなく，生によって喚起される疑問にすら答えていない」（8, 3）と述べている。
セリョージャが教師たちのことを理解できないのは，彼が愚鈍な少年だからではない。むし
ろ，授業を理解できる他の子供たちとは違って賢いがゆえに，教師たちがなぜ，日常生活に
おいて疑問すら抱くことのない自明の理の説明に時間を費やすのか，理解できないのである。
また，作家は，教育にあたっては，教育対象，つまり子供のことを理解する必要があると考
えるが， 教師も父親も，彼の精神状態に無関心である。セリョージャは，父親が，本に出
てくるような架空の少年に話しかけているように感じ，自分でも「父親の前では，まさにこ
の本の中の少年のふりをしようと努めていた」（9, 96）。子供が，教育者に合わせようとす
る時点で，ここで描かれているのが，トルストイが «воспитание» と呼ぶ，強制的な教
育であることが分かる。この小説では，子供が教育者や社会の枠に押し込められている印象
が強い。しかし，その一方で，セリョージャは，彼の心の扉を開ける「愛の鍵」を持つ人物
たち，つまり教師以外の人物たちから学ぶ力を保ち続けている。
　国家の役人として重要な任務を担っているカレーニンは，人生そのものとの対面を避けて
生きてきたため，本当の人生の深淵と対峙した時に，何を為すべきか分からない。現実の生
との対面を避ける人間が教師となっても，子供が生活の中で抱く疑問に答えられるはずがな
い。それゆえ，彼は，自分のやり易い授業を行う，つまり退屈で直接人生と関わりのない事
柄を教える教師としかなり得ない。
　セルゲイ・コズヌイシェフは，自身の著作によって社会の教育者となることを目指してい
るが，それは，著作が衆目を集めなかったことで失敗に終わる。第  編第 7 章に，コズヌイ
シェフがある教授と議論をする場面がある。彼らは，科学的問題と生死の意味を関係づける
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が，議論が本質的なテーマに近づきそうになると，その度に会話はそこから離れていく。そ
の意味で，コズヌイシェフも，カレーニンと同様，生そのものとの対面を避けているといわ
ざるを得ない。従って，彼が社会的に影響力を持つ書物を著すことも，社会の教育者となる
ことも不可能なのである。
　
3．教師の内在化
　トルストイによれば，「教育とは，生徒が教師と肩を並べる時まで続く」（8, 35）活動で
ある。生徒が，教育する者と知識において同等となれば，もはや学ぶべきことはなくなり，
教育のプロセスは停止するということであるが，トルストイの作品において，生徒が教師と
肩を並べるプロセスはどのように描かれているであろうか。
　『幼年時代』の主人公は，子供の眼で大人の世界を観察し，善悪の判断基準を学んでいる。
彼は，教師に対して怒りや愛情，憐憫の情を抱いているが，まだ観察者の立場にとどまって
おり，授業においても，生活の場においても教師に近づいているとはいえない。『コサック』
のオレーニンは，一度は，彼にとって教師のような存在である自然との一体化を経験した。
それによって愛の対象であるマリヤーナに近づいたかに見えた。しかし，カフカースの地を
発つ時には，すでに，自然もマリヤーナも屹立した山々と同様，彼にとって難攻不落な存在
へと戻っている。『アンナ・カレーニナ』において主人公のレーヴィンは，生きる意味を農
民のうちに見出そうとする。しかし，「自分自身がその民衆の一部だ」（8, 252）と感じてい
るレーヴィンは，思考しない時には，答えを知っているかのように確固として生きることが
できるものの，生きる意味について思考をめぐらし始めると，心の平安を保てず，生命を絶
つ欲求に抗わなくてはいけない。これらの作品においては，生徒が完全に教師と肩を並べる
ことはないようだ。
　『戦争と平和』のピエールは，生徒のように振舞いながらも，その内面は，彼を導こうと
する教師の影響にさらされていない。ただ，ナターシャだけが彼に精神的影響を及ぼすが，
既婚者の彼は，その影響が彼女に対する愛を増大させることを恐れて，ナターシャから遠ざ
かろうとする。このピエールに，唯一，内面的かつ外面的変化を引き起こす影響を与えたの
が，捕虜として出会ったプラトン・カラターエフであった。ここからは，カラターエフとの
出会いに先立つ場面からピエールの精神状態を中心に見ていこう。
　フランス軍の侵攻によって混乱するモスクワに残ったピエールは，放火の容疑者としてフ
ランス軍に捕らえられ，ダヴーと対面するが，この敵軍の将軍とピエールとの間にも，教師
と生徒の関係が成立している。
　
　Глядя на холодное лицо Даву, который, как строгий учитель, со-
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глашался до времени иметь терпение и ждать ответа, Пьер чувс-
твовал, что всякая секунда промедления могла стоить ему жиз-
ни... (12, 38)
　厳格な教師のように，時間までは忍耐を持って答えを待つことに同意したダヴーの冷淡
な顔を見つめながら，ピエールは，一秒でも遅れれば，命取りになるかも知れないと感じ
ていた。
　
　ピエールは，ダヴーのことを単にフランス軍の将軍としてではなく，「残酷さで有名な人間」
として知っていた。まさに，この「残酷さ」のイメージゆえ，ダヴーは，ピエールの目に厳
しい教師として映る。この，生と死を分ける決定的な瞬間に教師と生徒の関係が生じるわけ
だが，数秒間，眼差しを交わしたことで，彼らの関係は変化する。この数秒の間に，いずれ
も，自分たちが「人類の子供であり，兄弟である」ことを理解し，彼らの間に人間的関係が
結ばれる。それによってピエールの命は救われたが，彼は，この時すでに，自分自身を，よ
り大きな機械的秩序に巻き込まれた「木っ端」のように感じており，フランス軍による処刑
の現場を見た後，精神的に追い込まれていく。
　
　С той минуты, как Пьер увидал это страшное убийство, совер-
шенное людьми, не хотевшими этого делать, в душе его как будто 
вдруг выдернута была та пружина, на которой всё держалось и 
представлялось живым, и всё завалилось в кучу бессмысленного 
сора. В нем хотя он и не отдавал себе отчета, уничтожилась вера 
и в благоустройтсво мира, и в человеческую, и в свою душу, и в 
Бога. (12, 44)
　ピエールが，殺人を望まない人々によって為されたこの恐ろしい行為を見たその時から，
彼の心では，すべてがそのおかげで支えられ，生きているように思われたばねが突然引き
抜かれたようになってしまい，すべてが崩れて無意味なごみの山と化したのだった。彼自
身は自覚していなかったものの，彼のうちで，世界の秩序に対する信頼，人間と自分自身
の心に対する信頼，さらに神への信仰が失われたのだった。
　
　このような状態に陥ったピエールの前に現れたのが，プラトン・カラターエフである。ピ
エールが，初めてこの人物の存在に気が付いた時，この「小さな人」は，履物を脱ぐために「身
を屈めて」座っており，それが終わると，両膝を両手で抱えてピエールの方を向いた。この
人物は，五十歳は超えていると思われるものの，自分でも年齢を特定できず，「細かい丸い
皺にもかかわらず，無邪気で若者のような表情」（2, 49）をしていた。また，カラターエフ
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が起床時に何かに取りかかる動作は，「子供が起きておもちゃをつかむ」様子に譬えられて
いる。彼は，肉体的にもその丸みを帯びた姿勢によっても，ピエールより小さく描かれており，
その上ピエールよりも身分の低い農民の出身である。ただ，年齢によってのみ，ピエールよ
り上であると思われるが，振舞いや表情には子供のような無邪気さすら見られる。それで
も，カラターエフは，ピエールにとって教師のような存在となる。カラターエフは，まるで
教師のように，愛撫するような優しい態度によって「ピエールの精神的生活を評価していた」
（2, 50）。さらに，プラトン・カラターエフは，他のすべての捕虜にとっては，極めて平凡
な兵士であったにもかかわらず，ピエールにとっては，「不可解で丸い，真実と単純素朴の
精神の永遠の具現化であるように思われ，永遠にそうあり続けた」（2, 50）のである。つま
り，カラターエフは，ピエールにとって永劫的な精神的支柱となったことが窺えるが，これ
は，この支柱がピエールにとって内面的なものとなった，つまり内在化したことを示唆する。
とはいえ，ピエールは，この「教師」の言葉や行動から何かを学んだわけではない。そもそ
も，カラターエフは，自分の言ったことや言おうとしていることを，考えもしなかった。ピ
エールはカラターエフの一つ一つの言葉や行動の意味を理解することはできなかったし，そ
れらは，ただ，カラターエフ自身が感じていた，より大きな何ものかの一部としてのみ，意
味を持ったのである。カラターエフは，生そのものによって，生の全体によって，ピエール
の教師になったのだ。
　捕虜として生活する中で，ピエールには外見上の変化も現れる。
　
　Одеяние Пьера теперь состоялось из грязной продранной ру-
башки, единственном остатке его прежнего платья, солдатских 
порток, <...> из кафтана и мужицкой шапки. Он очень изменился 
физически в это время. Он не казался уже толст, хотя и имел всё 
тот же вид крупности и силы, наследственной в их породе. <...> 
Выражение глаз было твердое, спокойное и оживленно-готовое, 
такое, какого никогда не имел прежде взгляд Пьера. Прежняя его 
распущенность, выражавшаяся и во взгляде, заменилась теперь 
энергичною, готовою на деятельность и отпор – подобранностью. 
(12, 93)
　ピエールの服装は，今では，以前の服から唯一残った汚らしい穴のあいたシャツと，兵
士のズボン，［中略］，カフタンと百姓風の帽子からなっていた。彼は，この頃，肉体的に
大きな変化を遂げた。彼は，相変わらず，彼の血筋に遺伝する大柄の力強い風貌を保って
いたが，もう太っているようには見えなかった。［中略］目は，かつてピエールの眼差し
が見せたことのないような，確固として，穏やかで，気力に満ちた表情をしていた。以前，
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彼の眼差しに表れていた意志の弱さは，今では，エネルギッシュで，活動と反抗の用意が
あるきりっとしたものに取って代わっていた。
　
　彼は，こうした変化の他，外国語の知識や，フランス人が彼に示す敬意，善良さ，何もせ
ずにただ考える能力ゆえに，周りの捕虜たちから英雄視されるが，それと同時に，元来，彼
と同じ世界に属する将校たちは，ピエールに対してよそよそしい態度を取るようになる。こ
のように，ピエールは，捕虜としての生活の中で，民衆に限りなく近づいていくが，この状
況の中，病気等で行軍から遅れを取る捕虜が射殺されると知ると，ピエールは，再び，死刑
の時に彼を打ちのめした「宿命的な力」に捕えられる。しかしその時すでに，「彼の心には，
この力から独立した生の力が育まれ，強まっていた」（2, 05）。カラターエフが，生そのも
のによってピエールに示したものが，すでにピエールの内側から生の力となって湧き上がり，
「宿命的な力」に対抗することを可能にしている。ピエールの外貌が民衆へと近づくのと同
時に，その民衆の持つ力がピエールのうちに内在化されていったのである。
　カラターエフは，目の前にいるどんな人にも愛情をもって接したが，それでも，この人物は，
「ピエールが理解する意味での愛着や友情，愛の感情を持っていなかった」（2, 50）。ピエー
ルと別れることになってもカラターエフが悲しむことはないと思われ，ピエール自身，この
教師に対して同様の感情を抱いていく。それと同時に，カラターエフは，ピエールにとって
終生，「あらゆるロシア的な善良で丸いものを具象化した存在（олицетворение всего 
русского, доброго и круглого）」（2, 48）として記憶に残った。ピエールとカラター
エフがお互いに愛情を持って接しながらも，別れを惜しむような存在とはならず，その一方
で，カラターエフがピエールの内で永遠化されていることは，彼らがまさに教師と生徒の関
係にあったことを裏付ける。ピエールがカラターエフのもとでの学習を終え，学んだ内容を
内在化したところで，学習の場における教師と生徒の関係は終わりを迎える。カラターエフ
亡き後，ピエールと結婚したナターシャは，夫に対してカラターエフが「今のあなたに賛同
するかしら」と質問するが，このことは，カラターエフが，ピエールにとって永遠の教師と
して内在化されたことを示唆するのである。
　
結びに
　トルストイは，学校のみならず，農地経営，愛など，人生の様々な場面で教育者のように
振舞った。そして，彼が読者に対して教師となった文学作品においても，教師と生徒の関係
を描き出し，そこに教育活動の場を創出していく。彼が描く教育者は，勉強を教える教師の
ほかに，他者の人生を何らかの軌道に乗せようとする者，理想の英雄像と真の英雄，自然，
他者の人生を刷新し，生きる力を与える者など，本論で取り上げた範囲でも，様々な形で現
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れる。
　「トルストイの教育学とは，低学年向けの教授法ではなく，教師と生徒のコミュニケー
ション技術ですらなく，人間精神の生きる方法論である」2 というレーミゾフの言葉に従え
ば，作品の中で描かれる教師の中でも最も重要なのは，他者に生きる力を与える者たちであ
る。『誰が誰に書くことを学ぶべきか，農民の子弟たちが我々に学ぶべきか、それとも我々
が農民の子弟たちに学ぶべきか』という論文で，トルストイは，「子供は生まれた時点で調和，
真実，美と善の原型」（8, 322）であり，「子供を教え，導くことはできない。それは，子供
のほうが，［中略］私が彼を高めようとしている調和，真実，美，善の理想に，私や他のど
んな大人よりも近い所にいるからだ」（8, 323）と述べている。実際，彼の文学作品において，
他者に生きる力を与える教師役を担っているのは，外見上は教師に見えない「子供の特質」
3 を内包する者たちであった。作家は，自分にとって「生きる道」4 であった教育活動の場
を文学世界に移し，そこで，生きる方法の探求を続けたのである。
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